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火災の状況

　

　

増　減
（Ａ－Ｂ）

Ａ 爆発 Ｂ 爆発 Ｃ
113 129 ▲ 16
75 82 ▲ 7

(47) (49) ▲ 2
3 2 1

車両 自 動 車 6 7 ▲ 1
火災 鉄　　道

1 1

28 38 ▲ 10
▲ 4

7

4
▲ 15

▲ 148
148 　

ａ 30
1
2

17
▲ 6

5
1

▲ 12
人 ▲ 19

86,084
85,808

車 自 動 車 ▲ 436
両 鉄　　道

228

484

件 ▲ 0.30
(注)  *1　その他の火災とは、田畑や河川敷の枯草、屋外に放置された物件等が燃えた

 　　火災をいいます。
 *2　出火率とは、人口１万人当たりの火災件数をいいます。

林 野 火 災

船 舶 火 災
航 空 機 火 災
その他の火災

焼
損
棟
数

合　　　計

（各年中）（▲減少）

区　　　　分 単位
令和2年 令和元年

火
 
災
 
件
 
数

合　　　計

件

建 物 火 災
（ 住 宅 火 災 ）

28 24
ぼ　　　や 55 70
爆発損害棟数

棟

112 116
全　　　焼 23 16
半　　　焼 6 6
部　分　焼

2
死
傷
者

死　　　　者
人

7 6
（住宅火災死者） (7) (5)

負　 傷 　者

焼
損
面
積

建物焼損 床面積
㎡

2,227 2,375
　〃　　 表面積 535 387
林野焼損面積 32

半　　　損 5 4
小　　　損 46 58

32 15
り
災
世
帯

合　　　計

世帯

67 73
全　　　損 16 11

  り　災　人　員 145 164

損
　
　
害
　
　
額

合　　　計

千円

170,458 84,374
建　　　物 166,455

船　　　舶 228
航　空　機

80,647
林　　　野

2,551 2,987

出　火　率 2.21 2.51

そ　の　他 1,224 740
爆　　　発

*1

*2

令和２年中の火災件数は１１３件で、前年と比較すると１６件減少しています。

火災による死者は７人(前年６人)、負傷者は３２人(前年１７人)となっています。

また、火災による損害額は１億７，０４５万８千円で、前年と比較すると８，６０

８万４千円増加しています。
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１ 火災件数

（１）火災件数の推移

　　　

　　

　　　

　　

 　 

　　

（２）火災種別の構成割合

内円平成１５年

建物火災

71.3%(87件)

建物火災

64.2%(88件)

建物火災

68.1%(81件)

建物火災

63.6%(82件)

建物火災

66.4%(75件)

車両火災

6.6%(8件)

車両火災

10.2%(14件)

車両火災 7.6%(9件)

車両火災 5.4%(7件)

車両火災 5.3%(6件)

林野火災

0.8%(1件)

林野火災

1.5%(2件)

林野火災 2.5%(3件)

林野火災 1.6%(2件)

林野火災 2.7%(3件)

船舶火災

0.8%（1件）

船舶火災 0.0%

船舶火災 0.0%(0件)

船舶火災 0.0%(0件)

船舶火災 0.9%(1件)

その他の火災

20.5%（25件）

その他の火災

24.1%(33件)

その他の火災

21.8%(26件)

その他の火災

29.5%(38件)

その他の火災

24.8%(28件)

平成２８年

１２２件

平成２９年

１３７件

平成３０年

１１９件

令和元年

１２９件

令和２年

１１３件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

火災件数は前年より１６件減少した１１３件となっています。

また、建物火災件数は前年より７件減少した７５件となっており、過去５

年間平均値の８２．６件とほぼ横ばいとなっています。

火災種別ごとの割合をみると、建物火災が全火災の６６．４％（７５件）

を占めており、次いで、その他の火災２４．８％（２８件）、車両火災

５．３％（６件)、林野火災２．７％（３件）、船舶火災０．９％（１件）

となっています。

122
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平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年

（件数）

火災件数

建物火災

住宅火災

（注）構成比は、合計しても１００％にならない場合があります。

（各年中）

（各年中）
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（３）建物用途別件数
 　　 
 　

専 用 住 宅 32 27 18 30 38
共 同 住 宅 13 22 9 18 22
併 用 住 宅 2 2
小 計 47 49 29 48 60
劇 場 等

公 会 堂 等 1
キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場 等

性 風 俗 施 設

カラオケボックス等

料 理 店 等

飲 食 店 4 6 7 2 3
物 品 販 売 店 舗 等 5 4 1 2
旅 館 ・ ホ テ ル 等 1 2 1
病 院 等 1
グループホーム等

社 会 福 祉 施 設 等

幼 稚 園 等

学 校 1 1 1 1
図 書 館 等

特 殊 浴 場

公 衆 浴 場

停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 等 2
工 場 ・ 作 業 場 6 4 5 2 5
ス タ ジ オ

駐 車 場 等

航 空 機 格 納 庫

倉 庫 3 5 4 3 2
事 務 所 等 4 17 8
特 定 複 合 用 途 3 2 7 10 5
非 特 定 複 合 用 途 2 2 6 4 1
地 下 街

準 地 下 街

文 化 財

そ の 他 4 4 3 8 5
小 計 28 33 52 40 27

年 別
令 和 2 年 令和元年 平成 30年 平成29年 平成 28年

用 途

合 計 75 82 81 88 87

建物火災を用途別にみると、住宅（共同住宅・併用住宅を含む）の火災が

４７件と最も多く、建物火災全体の６２.７％を占めています。
（各年中）
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（４）月別件数

　 　

　 　

 　 

　 　 

　　

（５）四季別件数

（６）時間帯別件数
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（件数） 令和元年

令和2年

平成

1 1

4
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2 2

1

5 5
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6

11

4 4

6 6

8

6
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1

0
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（件数）

（時台）

不明3件

火災件数を月別にみると、１２月が１６件で最も多く、次いで１０月

（１５件）、２月、９月（１２件）となっています。

火災件数を四季別にみると、秋季と冬季が３５件（３１．０％）で最

も多く、次いで春季が２４件（２１．２％）となっています。

火災件数を時間帯別にみると、１３時台が１１件で最も多く、次いで１

０時台・１１時台（９件）、１８時台（８件）、２０時台（７件）となっ

ています。

（各年中）

（各年中）

（令和２年中）
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（７）地区別の件数と出火率

　 　 

　

　

(5.29)
0件 (0.00) 0件 (0.00) 0件 (0.00)

今治市
※（ ）内は出火率

難波 浅海
1件 3件 (26.88)

神和 西中島 睦野

立岩
北条

正岡 1件
0件

(11.96)
(0.00) 0件 (0.00)

河野 2件 (3.55)

東中島
粟井0件 (0.00) 2件 (2.82)

0件 (0.00) 4件 (82.64) 0件
(0.00)

(1.39) (0.00)

由良 和気 堀江 日浦
高浜 五明

0件 1件 (0.82)
1件

0件 2件 3件 1件 潮見 伊台
泊 三津浜 宮前 久枝

0件
湯山

(0.00)
味生 味酒 清水 3件

(0.00) (4.06) (2.04) (0.50) 3件 (2.86)

(3.66)
道後

5件
(2.13)

新玉 東雲

5件 (1.83) 3件 (1.38) 5件 (2.21)

生石 番町
1件 (0.80) 4件 (4.86)

3件 (1.56)
3件

2件 (4.14)

素鵞
垣生 余土

9件 (4.7)

桑原
雄郡 (7.67)

八坂
4件 (1.54)

7件 (2.19)

東温市

(1.14)
3件 (0.98)

浮穴 6件 (6.38)

小野
3件 6件 石井

2件
(2.45) (2.52)

9件 (1.52)
久米

砥部町
坂本 2件 (11.83)

松前町
荏原 4件 (4.82)

（令和２年中）

※松山市基準地区（４４地区）

火災件数を地区別にみると、素鵞９件（前年５件）、石井９件（前年８件）が最も多く、次

いで雄郡７件（前年６件）、浮穴６件（前年４件）、余土６件（前年２件）となっています。

出火率を地区別にみると、五明が８２．６４で最も高く、次いで浅海が２６．８８、立岩が

１１．９６となっています。

※出火率とは、人口１万人当たりの火災件数をいいます。
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令和2年 令和元年 平成30年 平成29年 平成28年

番町 3 3 7 2 5

東雲 4 5 2 5 3

八坂 2 1 2 4 0

素鵞 9 5 3 6 4

雄郡 7 6 3 14 5

新玉 1 5 3 4 0

味酒 3 3 5 7 7

清水 5 7 7 9 5

桑原 4 6 3 5 6

道後 5 7 10 8 6

味生 5 8 5 3 5

生石 3 7 5 5 5

垣生 3 0 5 4 2

宮前 3 3 5 1 1

三津浜 2 1 0 0 1

高浜 1 4 4 0 1

久枝 1 6 4 1 4

潮見 3 3 2 2 5

和気 1 4 2 7 3

堀江 0 6 4 5 1

余土 6 2 3 4 6

由良 0 0 0 2 2

泊 0 0 1 1 0

久米 3 4 3 1 5

湯山 3 1 2 4 3

日浦 0 0 1 0 0

伊台 0 0 1 0 2

五明 4 0 0 0 0

小野 2 3 5 2 1

浮穴 6 4 3 3 2

石井 9 8 8 5 12

荏原 4 4 4 6 4

坂本 2 2 1 3 1

浅海 3 0 0 3 2

立岩 1 2 0 1 2

難波 1 2 2 1 2

正岡 0 2 0 1 1

北条 0 1 0 1 2

河野 2 0 1 1 2

粟井 2 2 3 3 2

睦野 0 0 0 0 0

東中島 0 1 0 1 1

西中島 0 0 0 1 0

神和 0 1 0 1 1

合計 113 129 119 137 122

（８）地区別件数の推移

※松山市基準地区（44地区）

（各年中）
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２　出火原因

　

　

　

（各年中）（▲減少）

た ば こ 11 12 ▲ 1

電 灯 等 の 配 線 11 4 7

た き 火 11 15 ▲ 4

こ ん ろ 9 12 ▲ 3

放 火 7 21 ▲ 14

ス ト ー ブ 5 4 1

配 線 器 具 5 4 1

電 気 機 器 4 3 1

電 気 装 置 2 1 1

火 あ そ び 2 1 1

火 入 れ 2 1 1

内 燃 機 関 2 0 2

取 灰 1 1 0

こ た つ 1 0 1

放 火 の 疑 い 0 3 ▲ 3

溶 接 機 ・ 切 断 機 0 3 ▲ 3

排 気 管 0 2 ▲ 2

灯 火 0 2 ▲ 2

マッチ・ライター 0 1 ▲ 1

煙 突 ・ 煙 道 0 1 ▲ 1

そ の 他 ＊ 19 20 ▲ 1

不 明 ・ 調 査 中 21 18 3

合 計 113 129 ▲ 16

区　　　分
令和2年 令和元年 増　減

出 火 原 因

＊出火原因の「その他」とは火花、線香、煙火などがあります。

全火災１１３件を出火原因別にみると、「たばこ」「電灯等の配線」、「た

き火」が１１件で最も多く、次いで「こんろ」９件、「放火」７件となってい

ます。
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３　死傷者

（１）死傷者数の推移

　　　

　

　　

　　　

火 災 種 別 令和2年 令和元年 年 齢 層 別

建 物 火 災 7 人 5 人 5 歳 以 下

車 両 火 災 0 人 0 人 6歳～64歳以下

林 野 火 災 0 人 0 人 65 歳 以 上

船 舶 火 災 0 人 0 人 合 計

航 空 機 火 災 0 人 0 人

その他の火災 0 人 1 人

合 計 7 人 6 人

（３）負傷者の状況

　　　

　 火 災 種 別 令和2年 令和元年

建 物 火 災 25 人 13 人

車 両 火 災 2 人 0 人

林 野 火 災 0 人 0 人

船 舶 火 災 1 人 0 人

航 空 機 火 災 0 人 0 人

その他の火災 4 人 2 人

合 計 32 人 15 人

（２）死者の状況

令和2年 令和元年

0 人 0 人

1 人 1 人

6 人 5 人

7 人 6 人

区 分 令和2年 令和元年

応 急 消 火 義 務 者 28 人 15 人

消 防 協 力 者 0 人 0 人

消 防 吏 員 3 人 0 人

合 計 32 人 15 人

消 防 団 員 0 人 0 人

その他の者（自損を含む） 1 人 0 人

19

31

17
15

32

5
6

5
6 7

0

10

20

30

40

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

（人） 負傷者

死者

火災による死者数は７人で、前年（６人）と比較すると１人増加していま

す。また、負傷者数は３２人で、前年（１５人）と比較すると１７人増加し

ています。

死者を火災種別及び年齢層別でみると、次表のとおりとなっています。

負傷者を火災種別及び負傷者の区分でみると、次表のとおりとなっています。

（各年中）

（各年中）

（各年中）

（各年中）

（各年中）
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４　損害額

　　 

　

　 

平成２５年　火災・救急・救助統計

１億１，１９５万７千円

７，８９８万６千円

１億２，０２８万８千円

８，４３７万４千円

１億７，０４５万８千円

0

5,000

10,000

15,000

20,000

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

（万円）

火災による損害額は、１億７，０４５万８千円で、前年（８，４３７万４千

円)と比較すると８，６０８万４千円増加しています。過去５年間で１番目に多

い額となっています。

（各年中）
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５　覚知方法別火災件数

　　 

　 

区分

覚知方法別

６　初期消火の状況

　　 

　 

　　

　 

実施件数 成功件数 実施比率 成功率

40 24 51.9% 60.0%

23 14 29.9% 60.9%

2 1 2.6% 50.0%

2 0 2.6% 0.0%

1 1 1.3% 100.0%

1 0 1.3% 0.0%

8 3 10.4% 37.5%

77 43 55.8%

事 後 聞 知 28 24.8%

件　　数 構成比 (%)

１１９（携帯電話から） 59 52.2%

１１９（固定電話から） 11 9.7%

１１９（ＩＰ電話から） 7 6.2%

警 察 電 話 5 4.4%

自 己 覚 知 3 2.7%

加 入（携帯電話から） 0 0.0%

そ の 他 0 0.0%

合 計 113

火 災 件 数 113

初 期 消 火 実 施 77 (68.1%)

初 期 消 火 な し 36 (31.9%)

泡 消 火 器

そ の 他

合 計

初 期 消 火 使 用 器 具 等

水 道 ・ 浴 槽 等 の 水

粉 末 消 火 器

寝 具 、 衣 類 等

屋 内 消 火 栓 設 備

二 酸 化 炭 素 消 火 器

消防機関が火災を覚知した方法別にみると、携帯電話からの１１９番通報が

５９件で最も多く、次いで、事後聞知（火災鎮火後に覚知したもの)は２８件

となっています。

初期消火の状況をみると、初期消火が実施されたのは７７件で、その４３

件（５５．８％）が初期消火に成功し火災鎮圧に効果がありました。

使用された初期消火器具等をみると、水道・浴槽等の水が４０件で最も多

く、次いで粉末消火器が２３件となっています。

（注）構成比は、合計しても１００％にならない場合があります。

（注）実施比率は、合計しても１００％にならない場合があります。

（令和２年中）

（令和２年中）
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７　署所別の火災状況

死　者 負傷者 建物焼損 建物焼損 林野焼損

（人） （人） 床面積(㎡) 表面積(㎡) 面積(ａ)

3 14 658 105 6

1 8 216 17 0

0 2 38 0 0

2 4 404 88 6

1 6 501 173 0

1 3 408 9 0

0 3 93 164 0

2 7 582 23 0

2 7 542 23 0

0 0 40 0 0

1 5 486 234 26

1 4 190 28 26

0 1 296 206 0

7 32 2,227 535 32

８　１ヶ月当たりの火災状況 （各年中）（▲減少）

件

千 円

棟

㎡

㎡

世 帯

人

人

人

17,205

城　北 5 1,696

区　　分 件　数 損　害　額

署　　別 （件） （千　円）

北　条 9 22,106

東　署

29 50,299

本　署 15 32,291

中央署

33 41,007

本　署 19

城　東 14 18,008

南　署

28 48,175

本　署 26 46,846

東　部 2 1,329

西　署

23 30,977

本　署 14 4,674

西　部 9 26,303

合　　　　計 113 170,458

全
火
災
1
ヶ
月
当
た
り

火 災 件 数 9.42 10.75 ▲ 1.33

区　　　　　分 単 位 令和２年 令和元年 増　減

損 害 額 14,204.83 7,031.17 7,173.66

焼 損 棟 数 9.33 9.67 ▲ 0.34

建物焼損床面積 185.58 197.92 ▲12.34

建物焼損表面積 44.58 32.25 12.33

り災世帯数 5.58 6.08 ▲ 0.50

り 災 人 員 12.08 13.67 ▲1.59

死 者 0.58 0.50 0.08

負 傷 者 2.67 1.25 1.42

（令和２年中）
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９　住宅用火災警報器の奏功事例（令和２年）

住宅用火災警報器は、火災を早期に発見することで、「初期消火」、「避難」、「１１９番通報」

をいち早く実施することができ、被害の軽減に役立ちます。

日頃から、火気の取り扱いには十分注意し、火災予防を心がけましょう。

住宅用火災警報器の設置場所などの詳しい情報は、松山市ホームページの「住宅用火災警

報器」をご参照ください。

【事例１】近隣住人が警報音に気付き、初期消火につながった事例

１人暮らしの高齢者宅から火災が発生したが、警報音に気付いた近隣住民が屋外から進入し、初期

消火をするとともに、家人を避難誘導させた。

【事例２】近隣住人が警報音に気付き、通報した事例

共同住宅の一室で火災が発生し、警報音に気付いた近隣住人が、煙を確認し直ちに１１９番通報を

行い、被害を最小限に食い止めた。

【事例３】近隣住人が警報音に気付き、初期消火を支援した事例

住宅の玄関で火災が発生し、警報音に気付いた近隣住人が、火元住民が行っている初期消火を支

援し消火に成功した。

【事例４】居住者が警報音に気付き、火災を未然に防いだ事例

電気トースターで食べ物を温めていたがその場を離れ、警報音に気付いた居住者がトースターの電

源を切り、火災を未然に防いだ。

【事例５】居住者が警報音に気付き、初期消火につながった事例

石油ストーブの天板にタオルを置いて乾かしているのを忘れ、そのまま点火。警報音に気付き消火に

成功した。

【事例６】近隣住人が警報音に気付き、通報した事例

共同住宅の一室で鍋の空焚きにより発煙。警報音に気付いた近隣住人が１１９番通報を行い、火災

を未然に防いだ。
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（▲は減少）

増減 増減率
（Ａ－Ｂ） （Ｃ／Ｂ×１００）

Ａ （％） Ｂ （％） Ｃ （％）
件 23,969 100.0 26,781 100.0 △ 2,812 △ 10.5

火災 97 0.4 94 0.4 3 3.2

自然 0 0.0 0 0.0 0 0.0

水難 21 0.1 19 0.1 2 10.5

交通 1,960 8.2 2,344 8.8 ▲ 384 ▲ 16.4

労災 179 0.7 176 0.7 3 1.7

運動 113 0.5 157 0.6 ▲ 44 ▲ 28.0

一般 3,586 15.0 3,656 13.7 ▲ 70 ▲ 1.9

加害 93 0.4 101 0.4 ▲ 8 ▲ 7.9

自損 235 1.0 221 0.8 14 6.3

急病 14,471 60.4 16,583 61.9 ▲ 2112 ▲ 12.7

転院 2,823 11.8 3,040 11.4 ▲ 217 ▲ 7.1

その他 391 1.6 390 1.5 1 0.3

件 21,950 - 24,632 - △ 2,682 △ 10.9

人 22,080 100.0 24,805 100.0 △ 2,725 △ 11.0

火災 30 0.1 15 0.1 15 100.0

自然 0 0.0 0 0.0 0 0.0

水難 10 0.0 6 0.0 4 66.7

交通 1,898 8.6 2,265 9.1 ▲ 367 ▲ 16.2

労災 174 0.8 172 0.7 2 1.2

運動 119 0.5 162 0.7 ▲ 43 ▲ 26.5

一般 3,394 15.4 3,513 14.2 ▲ 119 ▲ 3.4

加害 77 0.3 86 0.3 ▲ 9 ▲ 10.5

自損 175 0.8 173 0.7 2 1.2

急病 13,393 60.7 15,401 62.1 ▲ 2008 ▲ 13.0

転院 2,810 12.7 3,012 12.1 ▲ 202 ▲ 6.7

その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0

件

構成比
区　　　　　　分 単位

令和２年 構成比 令和元年

出動間隔 21分59秒 19分38秒

出動件数

内
訳

搬送件数

搬送人員

※２　出動間隔については、前年比2分21秒秒長くなっています。
※３　構成比は、合計しても100％にならない場合があります。

内
訳

出動平均（１日） 65.5 73.4

※１　出動平均については、前年比1日あたり7.9件減少しています。

救急の状況

令和２年中の救急出動件数は２３，９６９件、搬送人員は２２，０８０人で、前年
と比較し出動件数、搬送人員ともに減少しています。

これは、１日平均６５．５件、２１分５９秒に１回の割合で救急車が出動し、市民
２３人に１人の割合で搬送されたことになります。

１ 救急出動件数・搬送人員の状況

事故種別では、急病・一般負傷・転院搬送・交通事故の順となっており、この４種別
だけで出動件数全体の９５．４％、搬送人員は全体の９７．４％を占めています。
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1 0 3

2 0 4

3 0 2

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 5

8 0 3

9 0 1

10 0 0

11 0 0

12 0 3

計 0 21

※ 救急医療機関とは、厚生省令により救急告示を受けている医療機関のことです。

月
　
　
別

出
動
件
数

出　　　動　　　件　　　数　　　内　　　訳

10 16 1,504 263 37 2,1642,344 7 160 16 4 324

搬
送
人
員

火
災

自
然

水
難

交
通

労
災

運
動

一
般

加
害

自
損

急
病

転
院

そ
の
他

7 23 1,250 259 33 1,9302,115 11 184 13 12 319

10 22 1,157 211 38 1,7591,922 6 173 7 6 290

7 15 1,057 227 26 1,5991,713 11 121 10 0 239

4 16 1,125 228 13 1,7031,814 5 120 16 3 284

13 19 1,058 195 38 1,6441,787 3 173 20 10 258

4 27 1,225 242 38 1,8862,055 6 176 16 10 306

6 17 1,415 230 25 2,0512,220 11 159 17 17 320

8 28 1,157 206 25 1,7671,890 5 148 21 14 277

8 21 1,173 270 39 1,8832,036 10 177 12 16 310

10 17 1,131 246 33 1,7741,939 9 173 10 12 298

6 14 1,219 246 46 1,9202,134 13 196 21 9 361

93 235 14,471 2,823 391 22,08023,969 97 1,960 179 113 3,586

救急医療機関 12,378 1,801 3,248 2,677 20,104

事故種別等
急病 交通事故 一般負傷 その他 合計

告示の別等

その他の医療機関 1,014 97 146 718 1,975

合計 13,393 1,898 3,394 3,395 22,080

その他の場所 1 0 0 0 1

２ 月別救急の状況

出動件数、搬送人員ともに１月が一番多くなっています。

３ 医療機関別搬送状況

医療機関への搬送状況は、救急医療機関２０，１０４人（９１．１％）、その他の
医療機関１，９７５人（８．９％）、その他の場所１人となっています。
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署所 消防局

種別 本署 城北 北条1 北条2 本署 城東1 城東2 湯山 本署 東部 久谷 本署 西部 本署2 非常用

火災 9 2 8 1 9 17 8 9 6 5 5 5 11 2 0 97

自然 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水難 0 5 1 0 1 0 1 1 1 0 0 3 1 7 0 21

交通 255 122 79 11 164 329 216 55 175 151 47 129 220 7 0 1,960

労災 23 13 12 2 17 17 6 6 12 14 11 24 20 2 0 179

運動 15 6 8 1 1 8 7 1 15 2 7 12 30 0 0 113

一般 468 192 142 29 308 569 316 141 273 272 103 339 366 68 0 3,586

加害 16 5 1 0 7 28 11 1 7 4 0 2 10 1 0 93

自損 28 17 8 1 16 38 29 10 24 17 4 25 18 0 0 235

急病 1,938 925 574 95 1,222 2,281 1,431 416 1,304 1,095 350 1,233 1,446 138 23 14,471

転院 252 122 106 21 382 427 420 65 345 254 43 132 179 58 17 2,823

その他 44 5 0 0 20 58 211 7 11 9 2 10 12 2 0 391

合計 3,048 1,414 939 161 2,147 3,772 2,656 712 2,173 1,823 572 1,914 2,313 285 40 23,969

＊普通救急車

（年齢区分）

生後２８日未満の者

生後２８日以上満７歳未満の者

満７歳以上満１８歳未満の者

満１８歳以上満６５歳未満の者

満６５歳以上の者

中央署 東　署 南　署 西　署
合計

男 女 合　計

新 　生 　児 18 21 39 15 13

区　　　　分
令和２年 令和元年

男 女 合　計

28

乳　 幼 　児 424 259 683 576 415 991

少　　　　年 360 234 594 461 309 770

7,763

3,995 8,447成　　　　人 3,774 3,380 7,154 4,452

14,569

合　　　　 計 10,790 11,290 22,080 12,310 12,495 24,805

高　 齢 　者 6,214 7,396 13,610 6,806

新生児

乳幼児

少　年

成　人

高齢者

４ 署所別出動件数の状況

松山市の救急車は、高規格救急車１３台と普通救急車１台の合計１４台です。

５ 年齢別・性別搬送人員の状況

年齢別・性別で搬送人員をみると、高齢者が１３，６１０人で全体の６１．６％を占め、性別でみ
ると女性が男性を上回っています。

*
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種別

傷病程度

（傷病程度）
死　亡 初診時において、死亡が確認されたもの

重　症 傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの

中等症 傷病の程度が入院を要するもので重症に至らないもの

軽　症 傷病の程度が入院加療を必要としないもの

その他 搬送したが医師の診断がないもの及びその他の場所へ搬送したもの

種別

時間

(注）構成比は、合計しても100％にならない場合があります。

運

動

一

般

加

害

自

損

急

病

そ

の

他

合

計

火

災

自

然

水

難

交

通

労

災

4

重 症 1,098 2 0 1 44 9 1

0 0 21 1 19 241死 亡 298 0 0 3 9

23 1,093 8中 等 症 8,524 7 0 3 268 60

106 3 16 575 341

45 4,598 2,419

そ の 他 1 0 0 0 0 0

105 95

0

軽 症 12,159 21 0 3 1,577

1,898

0 0 0 1 0

462,174 65 95 7,978

　０時～　２時 780 40 145 125 1,090

2,810

(注）構成比は、合計しても100％にならない場合があります。

急　　病 交通事故 一般負傷 その他 計

174 119 3,394 77 175 13,393合 計 22,080 30 0 10

　２時～　４時 686 28 113 95 922

　４時～　６時 699 33 127 94 953

　６時～　８時 1,001 178 213 141 1,533

　８時～１０時 1,658 330 416 445 2,849

１０時～１２時 1,576 258 440 716 2,990

１２時～１４時 1,449 215 397 631 2,692

１８時～２０時 1,509 218 411 338 2,476

１４時～１６時 1,333 198 393 478 2,402

１６時～１８時 1,361 283 414 481 2,539

２０時～２２時 1,393 103 321 223 2,040

合　　　計 14,471 1,960 3,586 3,952 23,969

２２時～２４時 1,026 76 196 185 1,483

６ 事故種別・傷病程度別搬送人員の状況

傷病程度別では、死亡２９８人（１．３％）、重症１，０９８人（５．０％）、
中等症８，５２４人（３８．６％）、軽症１２，１５９人（５５．１％）、
その他１人となっており、軽症の占める割合が多くなっています。

７ 時間帯別出動件数の状況

出動件数が多い時間帯は、１０時から１２時が２，９９０件（１２．５％）、
８時から１０時が２，８４９件（１１．９％）となっています。
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現場到着

事故種別

(注）構成比は、合計しても100％にならない場合があります。

収容所要

事故種別

(注）構成比は、合計しても100％にならない場合があります。

平均所要
時間

急 病 124 1,005 10,509 2,654 179 14,471 8分20秒

３分未満
３分以上
５分未満

５分以上
10分未満

10分以上
20分未満

20分以上 合計

交 通 事 故 20 152 1,422 347 19 1,960 8分13秒

3,586 8分47秒

そ の 他 232 727 2,346 538 109 3,952

一 般 負 傷 28 237 2,500 742 79

7分37秒

構成比（％） 1.7 8.8 70.0 17.9 1.6 100.0 －

合 計 404 2,121 16,777 4,281 386 23,969 8分16秒

令和元年（％） 2.0 10.2 69.4 16.8 1.6 100.0 8分07秒

合計
平均収容
時間

急 病 2 526 5,465 6,956 432 12 13,393

10分
未満

10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

120分
以上

33分37秒

交 通 事 故 1 44 703 1,090 57 3 1,898 36分35秒

そ の 他 3 761 1,555 952 117 7 3,395 28分52秒

一 般 負 傷 0 97 1,166 1,980 149 2 3,394 35分27秒

構成比（％） 0.0 6.5 40.3 49.7 3.4 0.1 100.0 －

合 計 6 1,428 8,889 10,978 755 24 22,080 33分25秒

令和元年（％） 0.0 7.2 42.2 47.9 2.7 0.0 100.0 32分24秒

８ 現場到着所要時間の状況

救急自動車による現場到着時間は、１０分未満が１９，３０２件（８０．５％）と
なっており、現場到着時間の平均は８分１６秒となっています。

９ 収容所要時間の状況

傷病者の病院収容時間は、３０分未満が１０，３２３件（４６．８％）となってお
り、病院収容時間の平均は３３分２５秒となっています。
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Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

救

救

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

救

救

救

救

救

救

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

応急処置
13,368 1,880 3,375 3,354 21,977

事故種別 急病 交通事故 一般負傷 その他 合計

40 368

固定 50 352 367 92 861

応急処置 対象人員

止血 36 77 215

心マッサージ 15 1 1 2 19

人工呼吸 48 0 4 9 61

心肺蘇生 382 10 40 38 470

うち自動 10 0 1 2 13

酸素吸入 2,104 47 130 910 3,191

うち自動 46 0 6 9 61

うち経鼻エアウェイ 10 0 0 0 10

気道確保 553 18 50 61 682

うちラリンゲアルマスク等 99 0 5 7 111

うち喉頭鏡・鉗子等 7 0 11 0 18

保温 365 34 80 113 592

気管挿管 21 0 11 1 33

在宅療法継続 85 0 5 2 92

被覆 66 548 851 129 1,594

除細動 32 1 0 4 37

ショックパンツ 0 0 0 0 0

うち心肺停止前 32 2 0 1 35

静脈路確保 121 3 12 11 147

薬剤投与 7 0 6 1 14

うち心肺停止後 89 1 12 10 112

エピペン投与 0 0 0 0 0

血糖測定 115 0 1 3 119

血圧測定 12,658 1,837 3,152 3,173 20,820

ブドウ糖投与 17 0 0 0 17

血中酸素飽和度の測定 12,938 1,853 3,287 3,288 21,366

聴診器 2,014 118 209 229 2,570

その他 12,319 1,612 2,988 2,960 19,879

心電図 3,423 48 139 482 4,092

拡大された応急処置等 31,603 3,860 6,845 7,212 49,520

合計 47,348 6,559 11,537 11,547 76,991

（注）
「Ⅱ」とは、救急Ⅱ課程修了者、標準課程修了者、救急科修了者が実施可能な処置

拡大された応急処置等
「救」とは、救急救命士が医師の指示により実施可能な救命処置

（うち救命処置） 412 4 35 27 478

１０ 応急処置実施状況

救急救命士等が行った救命処置は、４７８件（前年５３５件）となっています。
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区分

年

令和元年 312 7,024 17 305 169 8,060 498 15,389

平成30年 314 7,666 11 279 121 4,694 446 12,639

平成29年 307 7,640 11 316 118 5,330 436 13,286

普通救命講習 上級救命講習 その他の講習 合　計

回数 受講人員 回数 受講人員 回数 受講人員 回数 受講人員

平成 6年 23 944 57 2,850 80 3,794

平成 7年 33 1,216 65 3,100 98 4,316

4,395 121 6,114

平成 9年 48 1,760 4 152 79 4,456

平成 8年 42 1,607 2 112 77

131 6,368

平成10年 67 2,474 5 153 88 4,669 160 7,296

平成11年 118 3,933 6 195 113 7,185 237 11,313

6,425 251 10,667

平成13年 139 4,344 13 318 65 3,311

平成12年 133 4,014 8 228 110

217 7,973

平成14年 152 4,914 33 838 84 3,510 269 9,262

平成15年 195 5,537 38 965 87 4,586 320 11,088

2,698 319 9,360

平成17年 253 5,943 26 858 126 5,158

平成16年 219 5,286 41 1,376 59

405 11,959

平成18年 344 8,631 41 1,124 132 5,781 517 15,536

平成19年 390 9,502 47 1,154 175 7,716 612 18,372

9,721 648 20,496

平成21年 345 8,342 21 538 251 11,249

平成20年 389 9,600 43 1,175 216

617 20,129

平成22年 335 7,910 19 489 217 11,474 571 19,873

平成23年 324 7,211 11 317 236 13,028 571 20,556

9,848 568 18,473

平成25年 325 7,550 11 302 146 6,698

平成24年 356 8,389 11 236 201

482 14,550

平成26年 355 8,014 14 381 158 6,687 527 15,082

平成27年 324 8,146 11 390 147 7,507 482 16,043

721 120 2,534

合　　計 6,268 157,308 453 12,464 3,455 166,973

令和2年 99 1,806 1 7 20

10,176 336,745

平成28年 327 7,905 8 256 138 6,116 473 14,277

１１ 応急手当普及啓発活動の状況

平成６年から令和２年までの２７年間で、３３万６，７４５人の市民が応急手当の
講習を受講しました。
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１２　地区別救急発生状況

※（　）内は前年の発生状況

神和 西中島 睦野

30

(46) 浅海

立岩

北条

正岡

東中島

出動件数 23,969 件 （前年26,781 件）

42

303 (50)

66 18 (29)

(90) 難波

(104)

河野 285 (278)

99 52 (53)

(129)

120 (117)

粟井 226 (249)

堀江
和気

(364) 105

由良 高浜 五明
461 459

51
25 (48) 322 (377) (506) (638) 日浦

(43)
25

泊
宮前 久枝 (40)

三津浜

(390) 159
(410)

(172)

29 (30) 687 704 潮見 伊台
281

(707) (800) 394

湯山
清水

1,096 1,187
1,163 373

(1249) (1239)
(1177) 道後

味生 味酒

635 752
番町 778

(712) (901)
(977)

862

(368)

1,249

生石 新玉 東雲 (1402)

(1623) (466)

(962)
(619)

(412)
素鵞

桑原
雄郡 (1090)

垣生 八坂
1,030

1,462 420
429 (1129)

余土
小野

石井 1,081 (1276)
861

589

2,676 (2922) 1,505
久米

(1666)

浮穴 444 (452)

(24) 坂本
(79)

348
荏原

市外 (366)

13
73
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１　救助出動等の状況

(注）火災による出動件数は、救助活動を行なった件数のみ計上しています。

（▲は減少）

区 分
令和２年 令和元年 増減（Ａ－Ｂ） 増減率

Ａ Ｂ Ｃ
Ｃ／Ｂ×１００

（％）

出 動 件 数 229 210 19 9.0

救 助 人 員 146 120 26 21.7

活 動 件 数 175 151 24 15.9

56.0

内 男性 68 70 ▲ 2 ▲ 2.9

訳 女性 78 50 28

出 動 人 員 4,320 4,101 219 5.3

出 動 台 数 1,311 1,189 122 10.3

15.4

交 通 52 40 12 30.0

水 難 8 10 ▲ 2 ▲ 20.0

機 械 5 3 2 66.7

自 然 災 害 2 0 2 －

ガ ス ・ 酸 欠 3 4 ▲ 1 ▲ 25.0

建 物 90 97 ▲ 7 ▲ 7.2

破 裂 0 0 0 －

そ の 他 54 43 11 25.6

事

故

種

別

出

動

件

数

火 災 15 13 2

救助の状況

令和２年中の救助出動件数は、２２９件（前年２１０件）、活動件数は、１７５件
（前年１５１件）であり、前年と比較すると、出動件数は１９件（９．０％）、活動
件数は２４件（１５．９％）増加しています。
また、救助人員は１４６人（前年１２０人）で、前年と比較すると、２６人（２１．

７％）増加しています。
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（▲は減少）

     区分
救助出動件数 救助活動件数 救 助 人 員

件数 指数
対前年
増減率
（％）

件数 指数
対前年
増減率
（％）

人数 指数
対前年
増減率
（％）  年

－

平成２３年 139 101 1.5 103 105 5.1 104 103 3.0

平成２２年 137 100 － 98 100 － 101 100

1.9

平成２５年 142 104 ▲ 4.7 120 122 10.1 127 126 19.8

平成２４年 149 109 7.2 109 111 5.8 106 105

▲ 13.4

平成２７年 139 101 ▲ 12.0 113 115 ▲ 1.7 108 107 ▲ 1.8

平成２６年 158 115 11.3 115 117 ▲ 4.2 110 109

平成２８年 163 119 17.3 123 126 8.8 122 121 13.0

21.7

154 ▲ 11.2 120 119 ▲ 20.0

平成２９年 202 147 23.9 156

1.4

令和元年 210 153 ▲ 7.9 151

159 26.8 148 147 21.3

平成３０年

令和２年 229 167 9.0 175

149

179 15.9 146 145

228 166 12.9 170 173 9.0 150

２ 救助出動等の推移

１０年前の平成２２年を指数１００とした場合、出動件数１６７、活動件数１７９、
救助人員１４５となっています。

（件/人）

137
139

149

142

158

139

163

202

228
210

229

98 103 109
120

115 113
123

156

170

151

175

101 104 106

127

110
108

122

148 150

120

146

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

240

平成22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和元年 2年

救助出動件数 救助活動件数 救助人員

0
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5 21 3 1 1 32 2 12 77

5 10 2 1 1 26 2 9 56

0 10 2 0 1 15 2 9 39

55 116 24 1 7 161 18 61 443

226 380 69 3 22 531 54 197 1,482

5 8 24 1 17 55

5 5 19 1 12 42

0 5 16 1 12 34

55 45 120 7 95 322

214 146 389 20 310 1,079

2 18 1 1 23 12 57

2 9 1 1 20 9 42

4 9 0 1 18 9 41

19 100 2 6 119 65 311

72 319 6 18 367 206 988

3 5 4 1 3 11 13 40

3 5 4 1 1 10 11 35

2 7 3 1 1 7 11 32

29 32 37 4 17 50 66 235

124 98 119 13 55 165 197 771

15 52 8 2 5 90 3 0 54 229

6.6 22.7 3.5 0.9 2.2 39.3 1.3 0.0 23.6 100.0

15 29 7 2 3 75 3 0 41 175

8.6 16.6 4.0 1.1 1.7 42.9 1.7 0.0 23.4 100.0

6 31 5 1 3 56 3 0 41 146

4.1 21.2 3.4 0.7 2.1 38.4 2.1 0.0 28.1 100.0

158 293 63 5 30 450 25 0 287 1,311

636 943 194 16 95 1,452 74 0 910 4,320

(注）構成比は、合計しても100％にならない場合があります。

事故種別 火

災

交

通

水

難

自

然

機

械

建

物

ガ
ス
・
酸
欠

破

裂

そ

の

他

合

計署別

中

央

消

防

署

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 台 数

出 動 人 員

東

消

防

署

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 台 数

出 動 人 員

南

消

防

署

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 台 数

出 動 人 員

西

消

防

署

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 台 数

出 動 人 員

合

計

出 動 件 数

構成比（％）

活 動 件 数

構成比（％）

救 助 人 員

構成比（％）

出 動 台 数

出 動 人 員

３ 事故種別・署別出動の状況

事故種別ごとに救助活動の状況をみると、出動件数で最も多いのは、建物等による事
故の９０件で、全体の３９．３％を占め、次いでその他の事故の５４件（２３．６％）
となっています。

活動件数で最も多いのは、建物等による事故の７５件で、全体の４２．９％を占め、
次いでその他の事故の４１件（２３．４％）となっています。

また、救助人員についても、建物等による事故が最も多く５６人で、全体の３８．４
％を占め、次いでその他の事故の４１人（２８．１％）となっています。
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(注）構成比は、合計しても100％にならない場合があります。

事故種別出動件数と構成割合

139件
（100％）

事故種別救助人員と構成割合

火災 15件

(6.6%)

交通 52件

(22.7%)

水難 8件

(3.5%)

機械 5件

(2.2%)建物 90件

(39.3%)

その他 54件

(23.6%)

自然 2件

（0.9%）

229件
（100％）

火災 6人

(4.1%)

交通 31人

(21.2%)

水難 5人

(3.4%)

機械 3人

(2.1%）

建物 56人

(38.4%)

その他 41人

(28.1%)

146人
（100％）

ガス・酸欠 3人

（2.1%）
自然 1人

（0.7%）

ガス・酸欠 3件

（1.3%）
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17 13 11 1 6 2 1 3 4

23 19 19 1 7 1 1 8 1 4

18 16 18 1 8 1 5 3

15 10 5 3 2 8 2

10 9 6 3 2 3 2

21 17 14 1 7 7 6

18 14 9 2 2 2 1 9 2

17 11 10 5 1 7 4

20 15 13 3 11 6

19 14 13 1 1 1 4 1 11

23 15 10 2 3 11 1 6

28 22 18 2 6 1 1 14 4

229 175 146 15 52 8 2 5 90 3 0 54

建

物

ガ
ス
・
酸
欠

破

裂

そ

の

他
月別

１ 月

区分
出

動

件

数

活

動

件

数

救

助

人

員

事 故 種 別 出 動 件 数

火

災

交

通

水

難

自

然

機

械

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

合 計

２ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

合 計

火 災 1 1 4 6

区 分 死 亡 重 症 中 等 症 軽 症 そ の 他

31

水 難 4 1 5

交 通 4 4 8 12 3

1

機 械 3 3

自 然 1

56

ガス・酸欠 1 2 3

建 物 1 1 20 21 13

146合 計 12 10 44 51 29

0

そ　の　他 2 3 12 16 8 41

破 裂

５ 事故種別・傷病程度別救助人員

救助人員を事故種別･傷病程度別でみると、建物等による事故の軽症が２１人(１４．
４％)と最も多く、次いで建物等による事故の中等症が２０人（１３．７％）、その他
の事故の軽症が１６人（１１．０％）の順になっています。

４ 月別救助出動等の状況

月別に出動の状況をみると、１２月が最も多く２８件で、次いで２月と１１月の
２３件となり、月平均１９．１件の出動となっています。
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15 2 5 86 3 14 125

6 1 3 52 3 10 75

12 2 80 2 11 107

6 1 49 2 8 66

3 5 6 1 3 18

3 3 1 2 9

52 8 4 39 103

31 5 4 30 70

0

0

32 1 33

17 0 17

11 3 11 25

8 1 10 19

5 5

4 4

0

0

9 4 27 40

6 4 20 30

0

0

1 1

1 1

15 0 52 8 2 5 90 3 0 54 229

6 0 31 5 1 3 56 3 0 41 146

(注) 救助人員数

事故種別
火 災

交

通

水

難

自

然

機

械

建

物

ガ
ス
・
酸
欠

破

裂

そ

の

他

合

計

建

物

建
物
以
外

発生場所別

屋　内

住 居

その他の屋内

屋　外

山 岳

その他の屋外

地 下

そ の 他

合 計

高 速 道 路

その他の道路

内 水 面

外 水 面

６ 発生場所別の出動状況

発生場所別に出動の状況をみると、屋内が１２５件で、出動件数全体の５４．６
％を占め、屋外は１０３件で４５．０％となっています。
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７　地区別救助出動状況
出動件数 229件　（前年 210件）

※（　）内は前年の発生状況

神和 西中島 睦野

(0) 3

(1) 浅海

北条

正岡

東中島

0

(3)

1 (0)

(2) 立岩

1

1 0

(1) 難波

0

3 (0)

(4) 3 (3)

粟井 1 (1)

河野 1 (0)

堀江

5 4
0 (1) 0

4

和気
由良 高浜 五明

0
泊

宮前

(4) (5) (6) 日浦
(0)

0 (0) 三津浜
3 8 潮見 伊台

(0)

久枝 (3)

2 (2)
(6) (7) 9 (4) 3

(15) 道後 (4)

4 9
13 7

(8) (17)

味生 味酒 湯山
清水

17

生石 新玉 東雲 (8)

10 6
番町 4

(4) (7)
(2)

5
桑原

雄郡 (2)
垣生 八坂

7
11 8

3 (8)
(5) (1)

(6)
素鵞

余土
小野

石井 11 (8)
10

5
(16)

(4)
18 (15)

浮穴 3 (8)

21
久米

(12)

3
荏原

市外 (5)

(1)

1
1

(1) 坂本
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令和2年　火災・救急・救助統計
　　　　火災統計に関するお問合せは
　　　　　松山市消防局予防課　火災調査・啓発担当
　　　　　TEL：（089）926-9247　　FAX：（089）926-9163
　　　　　E-Mail：sbyobou@city.matsuyama.ehime.jp
　
　　　　救急・救助統計に関するお問合せは
　　　　　松山市消防局警防課　救急担当、救助担当
　　　　　TEL：（089）926-9227　　FAX：（089）926-9188
　　　　　E-Mail：sbkeibou@city.matsuyama.ehime.jp


